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１． 先手勝率 
 プロの対局データによれば，2008年度
を除き，先手の勝率は5割を上回ってい
る，2008年度の先手の勝率は5割未満で
あった．世界コンピュータ将棋選手権の
決勝においては，2002年は先手の勝率は
非常に高いが，2003年から2011年まで，

2009年度を除き先手の勝率は5割または
それ未満である（表表１）．また，2006 年
までの5年移動平均は5割を上回ってい
るが，その後は5割を下回っている（図図
1）．但し，5％の危険率で検定を行うと，
先手の勝率が5割より低いとは言えず，
偶然の誤差であると思われる． 

 

 
表１  先手勝率（2011年まで） 

 
２． 初手から6手目までの傾向 

 
 2002年から2011年までの10年間の決

勝における傾向を調査した結果を報告す
る．*は，優位に5割より高い比率である
ことを示す． 
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図１  先手勝率（5年移動平均）横軸の年は，各５年の最終年 

 
 
初期局面 280  先手勝：136, 後手勝：137, 
引分：7  先手勝率：0.498 
 
１手目（７６歩と２６歩のみ） 
Ａ▲７６歩(245) 0.875 *  先手勝：121，
後手勝：117，引分：7, 先手勝率：0.508 
Ｂ▲２６歩(35) 0.125     先手勝：15，
後手勝：20，引分：0, 先手勝率：0.429 
 
Ａ▲７６歩(245)に対する２手目（３４歩，
８４ 歩，３２金（稲庭流）） 
Ｃ▽３４歩(174) 0.710 *   先手勝：86，
後手勝：83，引分：5, 先手勝率：0.509 
Ｄ▽８４歩(70) 0.286      先手勝：35，
後手勝：34，引分：1, 先手勝率：0.507 
 ▽その他（３２金のみ）(1) 0.004  
 

Ｂ▲２６歩(35)に対する２手目（３４歩
と８４歩のみ） 
Ｅ▽３４歩(27)0.771*，先手勝：11，後
手勝：16，引分：0，先手勝率：0.407 
▽その他（８４歩のみ）(7) 0.229 
Ａ▲７６歩 Ｃ▽３４歩(174)に対する
３手目 

Ｆ▲２６歩（図図２）(95) 0.546 *  先手
勝：45，後手勝：49，引分：1, 先手勝率：
0.479 
Ｇ▲６６歩(69) 0.397 先手勝：37，後
手勝：29，引分：3, 先手勝率：0.561 
▲その他（１６歩，４８銀，２２角成，
２２角不成，３８銀）(10) 0.057 
 
Ａ▲７６歩 Ｄ▽８４歩(70)に対する３
手目 
Ｈ▲６８銀(31) 0.443，先手勝：16，後
手勝：15，引分：0，先手勝率：0.516 
 ▲その他（６６歩，６８飛，７８銀，
２６歩，６８金，１６歩，５６歩，７７
角，７８飛，７５歩）(39) 0.557 
 
Ｂ▲２６歩 Ｅ▽３４歩(27)に対する３
手目 
Ｆ＊▲７６歩（図図２）(24) 0.889* 先
手勝：11，後手勝：13，引分：0，先手勝
率：0.458 
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▲その他（２５歩のみ）(3) 0.111 

図２ Ｆ▲２６歩まで（Ｆ＊▲７６歩ま
で） 
 
Ａ▲７６歩 Ｃ▽３４歩 Ｆ▲２６歩 
(95) およびＢ▲２６歩 Ｅ▽３４歩 
Ｆ＊▲７６歩(24) 合計119に対する 
４手目 
Ｉ▽４４歩 (67+17=84) 0.706 * 
先手勝：32+6=38，後手勝：34+11=45， 
引分：1+0=1，先手勝率：0.458 
▽その他（３２金，８４歩，８８角成， 
５４歩）(28+7=35) 0.294 

 
Ａ▲７６歩 Ｃ▽３４歩 Ｇ▲６６歩
(69)に対する４手目 
Ｊ▽８４歩(36) 0.522 *，先手勝：17，
後手勝：18，引分：1，先手勝率：0.486 
Ｋ▽６２銀(16) （図３） 0.232 先手
勝：13，後手勝：3，引分：0，先手勝率：
0.813 * 
 

図４ Ｍ▲４８銀まで 
 
▽その他（３２飛，４４歩，３５歩，
３３角，６４歩）(17) 0.246 
 
Ａ▲７６歩 Ｃ▽３４歩 Ｆ▲２６歩
（または，Ｂ▲２６歩 Ｅ▽３４歩 Ｆ
＊▲７６歩）Ｉ▽４４歩(84)に対する５
手目 

 
Ｍ▲４８銀(47+10=57)（図図４） 0.679 * 
先手勝：23+5=28，後手勝：24+5=29，引
分：0+0=0，先手勝率：0.491 
Ｎ▲２５歩(19+7=26) 0.309 先手勝：
9+1=10，後手勝：9+6=15，引分：1+0=1， 
先手勝率：0.400 
 ▲その他（７７角のみ）(1+0=1) 0.012 
     
Ｍ▲４８銀(57)に対する６手目（▽４２
飛(23),４２銀(17),３２銀(10)，３２飛
(7)） 
 危険率５％の検定の結果，勝率に有意
差があるのは，図３の局面（先手の勝率
が優位に高い）だけである． 
 
 
 

図３ Ｋ▽６２銀まで 

 
 
３．戦形別の成績 
戦形別の成績の概要は表表２の通りで
ある．相居飛車の場合は先手の勝率が高
く，先手居飛車対後手振飛車では，後手
の勝率が高い．穴熊かどうかは勝率には
あまり関係無いようである． 
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表２ 居飛車／振飛車別成績（2002年から2011年まで） 
 

３． 選手権の記録（主なもの） 
 世界コンピュータ将棋選手権における
主な記録をあげる． 
・ 優勝回数：5回（金沢将棋），4回（IS
将棋，激指） 

・ 参加回数：21回（柿木将棋），20回
（YSS） 

・ 勝数：141勝（柿木将棋），121勝（YSS） 
 

 
・ 敗数：90 敗（山田将棋，臥龍，
Scherzo） 

・ 引分数：6（矢埜将棋，HIT将棋，井
上将棋） 

・ 対局数：228（柿木将棋），193（YSS） 
・ 勝率（50 対局以上）：.778（IS 将
棋），.754（KCC将棋） 

 
 
参考文献 
[1]瀧澤武信： 世界コンピュータ将棋選
手権における対戦結果分析（１）～（３）， 
第13回，第14回，第15回ゲームプロ
グラミングワークショップ, 2008.11, 
2009.11, 2010.11. 
[2]高田淳一： ＣＳＡホームページ, 
http://www.computer-shogi.org/, 
2011.9.20.  

- 99 -

The 16th Game Programming Workshop 2011




